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第
1
回
定
例
区
議
会
（
２
/
24
〜
３
/
30
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
予
算
議
会
で
共
産
党
区
議
団
は
、
長
期
化
す

る
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
は
じ
め
暮
ら

し
と
福
祉
・
営
業
守
る
施
策
の
拡
充
を
求
め
論
戦
を
展
開
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た

め
に
は
、
罰
則
で
は
な
く
、
補
償
と
検
査
・

医
療
体
制
の
強
化
こ
そ
必
要
だ
と
し
て
、
保

健
所
職
員
の
増
員
、
高
齢
者
介
護
・
障
害
者

福
祉
施
設
の
職
員
・
利
用
者
の
P
C
R
検
査

費
用
の
補
助
は
、
申
請
事
務
を
簡
素
化
す
る

病
院
を
採
算
重
視
の
病
院
へ
と
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
染
症
や
難
病

医
療
な
ど
不
採
算
部
門
が
切
り
捨
て
ら
れ
か

ね
な
い
と
指
摘
。
東
京
都
に
計
画
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
大
つ
き
議
員
は
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
事

業
者
の
経
営
が
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る

と
指
摘
。
区
独
自
の
持
続
化
家
賃
給
付
金
の

再
度
の
支
給
と
駐
車
場
や
備
品
の
リ
ー
ス
料

な
ど
も
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
融
資
の
返
済
猶

予
期
間
の
延
長
と
２
年
目
以
降
の
金
利
に
つ

い
て
も
０
％
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
暮
ら
し
に
困
窮
す
る
人
が
増
加

す
る
中
、
生
活
保
護
の
申
請
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
「
扶
養
照
会
」
の
中
止
を
求
め
る
と

と
も
に
、
生
活
保
護
が
憲
法
25
条
に
基
づ
く

権
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
制
度
を
周
知
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。　
　
　
（
2
面
に
続
く
）

再
度
の
家
賃
給
付
と

融
資
制
度
の
拡
充
を

検
査
と
医
療
体
制
の
拡
充
を
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と
と
も
に
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
、
週
1
回
程
度
の
検
査
が
出
来
る
よ
う
補

助
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、
保
育
園

な
ど
も
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
始
ま
る
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
き
め
細
か
な
支
援
と
十
分
な
情

報
提
供
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
東
京
都
が
コ
ロ
ナ
対
応
で
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
都
立
病
院
・
公
社

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
れ

　
　
　
　
―
―
大
つ
き
か
お
り
議
員
の
本
会
議
質
問
―
―

本
会
議
で
は
、
大
つ
き
か
お
り
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
令
和
3
年
度
予
算
な
ど
22
件
の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は
11
件
に
賛
成
し
ま
し
た
。

障害者施設や高齢者施設の
定期的PCR検査の実施が実現！

　

江
東
区
が
高
齢
介
護
施
設
や
障
害
者
施
設

の
利
用
者
・
職
員
を
対
象
に
行
な
っ
て
き
た

P
C
R
検
査
費
用
の
補
助
を
4
月
以
降
も
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
月
末
ま
で
は
、
１
人
１
回
の
み
の
補
助

で
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
一
人
３
万
円
を
上

限
に
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
何
回
で
も
検

査
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
定
期
的
な
検
査

が
実
施
で
き
る
よ
う
補
助
の
拡
充
を
繰
り
返

し
求
め
て
き
ま
し
た
。

江東区PCR検査センター
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江
東
区
は
、
女
性
の
D
V
相
談
に

加
え
、
令
和
3
年
度
か
ら
電
話
に
よ

る
男
性
D
V
相
談
と
L
G
B
T
等
の

相
談
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
共
産
党
区
議
団
は
、
女
性
だ
け
で

な
く
男
性
の
D
V
被
害
も
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
区
で
も
実
施
し

て
い
る
男
性
D
V
相
談
を
江
東
区
で

も
行
う
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

し
て
開
設
、
運
営
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

区
は
「
海
抜
表
示
は
、
ま
ず

は
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
」「
本
区
か
ら
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と

等
を
含
め
避

難
所
と
な
る

都
立
高
校
と

協
議
を
進
め

て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し

た
。

性
の
比
率
を
増
や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
し

て
、
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
、
値

上
げ
中
止
・
引
き
下
げ
を
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
国
が
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
実
施

す
る
未
就
学
児
の
国
保
料
の
均
等
割
軽
減

に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
の
前
倒
し
実
施

と
18
歳
ま
で
対
象
引
き
上
げ
を
国
に
求
め

る
よ
う
質
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
罹
患
で
休
業
し
た
場

合
の
傷
病
手
当
金

は
自
営
業
者
も
対

象
と
す
る
こ
と
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も

保
険
料
減
免
の
対

象
と
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
使
用
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
は
引

き
続
き
公
共
施
設
の
使
用
料
の
値
上

げ
実
施
を
令
和
3
年
9
月
ま
で
延
期

し
ま
し
た
。

　
区
民
か
ら
使
用
料
値
上
げ
中
止
を

求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
て
お
り
、
共

産
党
区
議
団
は
延
期
で
な
く
値
上
げ

条
例
の
撤
回
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
区
が
管
理
す
る
仙
台
堀
川
（
水

路
）
は
、
川
底
に
ヘ
ド
ロ
が
大
量

に
堆
積
し
、水
面
に
は
ス
カ
ム（
ヘ

ド
ロ
が
気
泡
と
と
も
に
浮
上
）
が

　
江
東
区
は
こ
の
間
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
と
合
わ
せ
て
区
内

各
地
に
海
抜
表
示
の
設
置
を
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

設
置
に
向
け
た
動
き
が
見
受
け
ら

（
1
面
続
き
）

　

区
の
令
和
3
年
度
一
般
会
計
予
算
は

2
1
1
7
億
円
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
増
設
や
補
聴
器
支
給
事
業
へ
の
現

金
支
給
の
追
加
、
男
性
D
V
・
L
G
B
T

相
談
窓
口
の
設
置
等
の
前
進
が
あ
る
も
の

区民の暮らし最優先の区政に！！

の
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
不
十
分
な
う
え
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
用
装
具
等
購
入
費
助
成
や
保

養
施
設
の
利
用
助
成
の
廃
止
、
国
保
や
介

護
の
保
険
料
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
区
民
生

活
が
大
変
な
中
、
福
祉
施
策
の
廃
止
や
負

担
増
は
撤
回
す
べ
き
と
し
、
１
５
１
２
億

円
に
の
ぼ
る
基
金
の
一
部
を
活
用
し
、
コ

ロ
ナ
の
検
査
体
制
や
中
小
企
業
支
援
の
拡

充
、
保
育
園
増
設
や
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
の
18
歳
ま
で
の
引
き
上
げ
、
特
養
ホ
ー

ム
の
増
設
、
失
語
症
者
の
意
思
疎
通
支
援

事
業
の
実
施
、
住
宅
耐
震
化
助
成
の
拡
充

な
ど
施
策
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
保
育
園
給
食
調
理
業
務
や

小
名
木
川
児
童
館
、
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
な
ど

の
民
間
委
託
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
つ
き
議
員
は
、
安
上
が
り
の
労
働
へ

の
置
き
換
え
は
、
地
域
と
の
連
携
や
安
定

し
た
事
業
運
営
か
ら
も
問
題
と
指
摘
。
民

間
委
託
の
中
止
と
人
口
増
加
に
見
合
っ
た

職
員
の
増
員
、
労
働
者
の
処
遇
の
改
善
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
を
目
的
と
す

る「
公
契
約
条
例
」の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
遅
れ
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
区

と
し
て
も
、
男
女
の
賃
金
格
差
を
な
く
す

た
め
、
８
割
を
女
性
が
占
め
る
区
の
非
正

規
労
働
者
の
賃
金
の
引
き
上
げ
、
課
長
級

以
上
の
女
性
管
理
職
や
区
の
審
議
会
の
女

　
こ
れ
ま
で
現
物
支
給
で
行
わ

れ
て
い
た
「
補
聴
器
支
給
事
業
」

に
新
た
に
現
金
助
成
（
上
限
3
万

円
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
区
内
高
齢
者
団
体
と
共
産

党
区
議
団
が
補
聴
器
の
現
金
助

成
等
を
区
長
に
求
め
て
い
た
も

の
で
す
。

　
現
金
助
成
も
選
択
可
能
と
す
る

こ
と
で
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
補

聴
器
も
対
象
と
な
り
、
ご
自
身
の

耳
に
あ
っ
た
補
聴
器
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
共
産
党
区
議
団
が
提
案

し
て
き
た
難
聴
者
の
聞
こ
え
を
支

援
す
る
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
」

海
抜
表
示
の
設
置
と
避
難
所
と
な
る
都
立
高
校
と
連
携
を

海
抜
表
示
の
設
置
と
避
難
所
と
な
る
都
立
高
校
と
連
携
を

大
つ
き
か
お
り
議
員

１
５
１
２
億
円
に
の
ぼ
る

た
め
込
み
基
金
の
活
用
を

安
上
が
り
の
労
働
を
増
や
す

民
間
委
託
は
中
止
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
へ

取
り
組
み
推
進
を

国
民
健
康
保
険
料
の

値
上
げ
中
止
を

発
生
し
て
お
り
、
川
沿
い
の
住
民

か
ら
「
臭
い
、
何
と
か
し
て
」
と

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
正
保
議
員
は
、
区
が
「
薬
剤
投

入
で
ヘ
ド
ロ
を
分
解
し
水
質
の
改

善
を
図
っ
た
」
と
い
う
が
、
水
の

循
環
が
滞
っ
て
い
る
中
で
効
果
は

期
待
で
き
ず
、
有
効
な
対
策
と
は

な
り
え
な
い
と
指
摘
。

　
現
在
、
清
洲
橋
通
り
以
北
の
仙

台
堀
川
公
園
の
水
路
工
事
や
横
十

間
川
の
岩
井
橋
橋
梁
工
事
で
河
川

れ
ま
せ
ん
。

　
赤
羽
目
議
員
は
「
自
分
が
い
る

場
所
が
ど
の
よ
う
な
地
域
か
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
い
ざ
と
い

う
時
の
避
難
行
動
を
促
し
、
命
を

守
る
こ
と
に
な
る
。
海
抜
表
示
の

設
置
を
急
ぐ
べ
き
」
と
要
求
。

　
さ
ら
に
、
一
昨
年
の
台
風
19
号

の
際
、
近
所
の
都
立
高
校
に
避
難

し
た
が
開
設
し
て
お
ら
ず
暴
風
雨

の
中
、
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
が
い
た
こ
と
か
ら
、「
都
立
高

校
に
区
職
員
を
派
遣
し
避
難
所
と

を
締
め
切
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
水
質
悪
化
の
要
因
と

も
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
長
期
間

に
及
ぶ
工
事
中
の
排
水
対
策
を
行

い
、
水
の
流
れ
の
確
保
と
、
15
年

間
行
わ
れ
て
い
な
い
川
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
を

求
め
ま
し
た
。

　
区
は
「
工
事
が
終
わ
ら
な
い
と

浚
渫
の
必
要
性
が
見
極
め
ら
れ
な

い
」と
答
弁
。「
そ
ん
な（
悠
長
な
）

状
況
で
は
な
い
」
と
強
調
し
、
急

ぐ
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
コ
ロ
ナ
対
策
融
資

は
中
小
業
者
の
命
綱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
は
、
4
月
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
融
資
（
表
参

照
）
の
限
度
額
を
倍
の
２
０
０
０
万
円
、
返
済

期
間
を
6
年
（
据
置
12
カ
月
含
む
）
か
ら
9
年

（
据
置
24
カ
月
を
含
む
）
に
拡
大
。
既
存
の
コ
ロ

ナ
対
策
融
資
の
利
用
者
に
対
す
る
借
換
融
資
を

新
設
。
据
置
期
間
中
（
返
済
開
始
前
）
の
追
加

融
資
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
が
、
本
会
議
質
問
や
予

算
委
員
会
な
ど
で
、
据
置
期
間
の
延
長
や
借
換

融
資
を
繰
り
返
し
求
め
て
い
た
も
の
で
す
。

が
本
会
議
場
の
傍
聴
席
と
委
員
会

室
に
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
会
議
場
に
は
発
言

し
た
内
容
を
自
動
的
に
文
字
化
し

て
表
示
す
る
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

仙
台
堀
川
を

仙
台
堀
川
を
浚浚し

ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ渫渫
し
、
ヘ
ド
ロ
除
去
・
流
れ
確
保
を
！

し
、
ヘ
ド
ロ
除
去
・
流
れ
確
保
を
！

ヒアリングループが設置される本会議場

正保みきお議員

男
性
D
V
、L
G
B
T
等

相
談
窓
口
設
置
へ

赤羽目たみお議員
資金名 融資金額 利率

（年） 本人負担 返済期間
（据置）

信用保証
料補助

新型コロナ感染症
対策資金（運転）

（合計）
2,000万
円以内

1.90%

2年目まで
0%

9年以内
（据置24
カ月含む）

あり

新型コロナ感染症
借換資金

3年目以降
0.3%

一部補助
あり

借
換
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

融
資
が
大
幅
拡
充
に
　

　　　      新たに現金助成が追加。
本会議場にヒアリングループ設置！

公
共
施
設
の
使
用
料
値
上
げ

さ
ら
に
延
期
へ

補聴器支給
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療
の
中
心
で
あ
る
都
立
病
院
は
存
続
し
拡

充
こ
そ
図
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
切
実
な
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

都
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て
、「
反
対
」9
割
に

区
議
団
実
施
の
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

国
保
料
、一
人
平
均
3
7
1
6
円
の
値
上
げ

　
共
産
党
区
議
団
が
こ
の
間
取
り
組
ん
だ

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
多
く
の
方
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
都
立
病
院
の
独
立

行
政
法
人
化
に
つ
い
て
は
9
割
の
方
が

「
反
対
」
と
回
答
。
区
内
診
療
所
の
医
師

か
ら
「
公
的
病
院
を
減
ら
す
こ
と
は
採
算

が
合
わ
な
い
部
門
の
切
り
捨
て
に
な
り
、

医
療
が
成
り
立
た
な
い
」
と
言
っ
た
ご
意

見
や
「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
東
京
都
は
医
療

の
充
実
に
力
を
尽
く
す
べ
き
」「
地
域
医

　

令
和
３
年
度
の
国
保
料
は
、
一
人
当

た
り
平
均
3
7
1
6
円
も
値
上
げ
さ
れ

ま
し
た
。

　

区
は
、
一
般
財
源
か
ら
特
別
区
全

体
で
29
億
円
繰
り
入
れ
て
値
上
げ
幅

を
抑
え
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
年
収

4
0
0
万
円
の
40
代
夫
婦
と
こ
ど
も
２

人
の
世
帯
で
は
、
今
回
1
万
1
2
5
0

円
も
値
上
げ
さ
れ
、
年
間
保
険
料
は

51
万
9
5
0
3
円
に
は
ね
上
が
り
ま
す
。

　

共
産
党
区
議
団
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
国
保
料
の
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い
」

と
値
上
げ
に
反
対
。
自
民
・
公
明
・
民

政
ク
ラ
ブ
等
の
賛
成
多
数
で
値
上
げ
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
現
在
の
基

準
額
5
4
0
0
円
か
ら
5
8
0
0
円
に

値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
発
足
か

ら
20
年
で
保
険
料
は
2
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
共
産
党
区
議
団
は
「
区
民
の
負
担
能

力
は
限
界
を
超
え
て
い
る
、
基
金
の
さ

ら
な
る
活
用
や
一
般
財
源
を
投
入
し
て

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
」
と
主
張
。

自
民
・
公
明
・
民
政
ク
ラ
ブ
は
値
上
げ

に
賛
成
し
ま
し
た
。

議会日程（予定）

●第1回定例会の主な議案や陳情に対する各会派等の態度

議案 共
産

自
民

民
政
ク

公
明

あ
維
未

無所属

市
民

無
所
属

ネ
ッ
ト

自
由
会

令和３年度予算 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和３年度補正予算
（新型コロナ対策） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険料を値上げ
する条例改定 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

介護保険料を値上げする
条例改定 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

6
／
1

請
願
陳
情
締
切
日

　
　
9

本
会
議

　
　
10

本
会
議

6
／
14

企
画
総
務
委
員
会

　
　
15

区
民
環
境
委
員
会

　
　
16

厚
生
委
員
会

　
　
17

建
設
委
員
会

　
　
18

文
教
委
員
会

　
　
21
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
22

清
掃
港
湾
･
臨
海
部
対
策
特
別
委
委
員
会

　
　
23

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
·
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会

　
　
24

防
災
･
ま
ち
づ
く
り
･
交
通
対
策
特
別
委
員
会

7
／
6

高
齢
者
支
援
･
介
護
保
険
制
度
特
別
委
員
会

　
　
9

本
会
議

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄せられた区民アンケート

ど
も
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
康

と
情
操
を
ゆ
た
か
に
す
る
機
能
と
役
割
を

担
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
児
童
館
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
と
安
心
の
居
場
所
を
奪
い
、

子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
児
童
館
の
代

替
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
貧
困

が
深
刻
な
今
、
児
童
館
廃
止
計
画
を
撤
回

し
、
児
童
館
の
機
能
と
役
割
の
拡
充
こ
そ

行
う
べ
き
で
す
。

　
区
は
3
月
、
児
童
館
の
運
営
方
針
を
改

定
。「
行
革
」
に
基
き
、
児
童
館
廃
止
の

方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
児
童
館
の
方
向
性
と
配
置
に
つ

い
て
、
乳
幼
児
親
子
を
対
象
と
し
た
子
育

て
支
援
に
重
点
化
し
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
と
乳
幼
児
支
援
機
能
が
重
複
す

る
近
隣
の
児
童
館
の
廃
止
や
、
児
童
人
口

が
減
少
傾
向
の
地
域
の
児
童
館
の
存
廃
を

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
館
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子

介
護
保
険
料
20
年
で
2
倍
に

児
童
館
の
廃
止
計
画
は
撤
回
し
、
機
能
・
役
割
の
拡
充
を
！
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